
参考資料１ 

まちづくり会社について 

 

１ まちづくり会社とは 

まちづくり会社とは、地域振興などを目的として、国や地方公共団体、

民間事業者等の共同出資で設立される公共性が高い会社のことで、第三セ

クターとも呼ばれています。地域密着型のデベロッパーとして、公益性と

企業性を併せ持ち、行政や民間企業だけでは実現が難しい「開発」に取り

組むことが期待される組織です。  

組織形態としては、株式会社が多くみられ、実施する事業としては、ハ

ード事業とソフト事業に分かれ、ハード事業として「施設整備事業」、「公

共公益施設の活用・管理運営事業」、ソフト事業は「地域交通サービス関

連事業」、「店舗運営事業（直営）」、「イベント企画・運営事業」、「情報発

信・提供・広告事業」などがあります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：よくわかる中心市街地のまちづくり（国土交通省））  

（出典：まちづくり会社等の活動事例集（国土交通省）） 



２ まちづくり会社の事例 

⑴ 株式会社飯田まちづくりカンパニー（長野県飯田市） 

市民、商店、企業が中心となって出資し、行政からも出資協力を得て

平成 10 年に設立された市民資本の第三セクターのまちづくり会社。デベ

ロッパー事業等を中心に、市街地ミニ開発事業、物販・飲食事業、イベ

ント・文化事業、福祉サービス事業など主要な事業内容となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ オガール紫波株式会社（岩手県紫波町） 

平成 21 年に紫波中央駅前都市整備事業（オガールプロジェクト）にお

いて、公民連携を推進するために設立された第三セクターです。紫波町、

民間企業・金融機関等から出資がされており、官民複合施設の建設企画、

不動産管理運営業務、産直事業などを行っています。 

 

 

オガールプラザ 

10の民間テナント（飲食･物販･医療･教

育系）と､紫波町が運営する情報交流館

（図書館･地域交流センター）で構成さ

れる『官民複合施設』 

MACHIKAN2002 

空き店舗２軒

を買い取り、3

～15 坪の７ブ

ースに改築し、

テナントを管

理している。 

7 店舗のうち 5

店舗が物販・飲

食店舗の新規

起業者となっ

ている。 


